
 
 
 
 

H28年 糖尿病ケアチーム通信 第 5号 

糖尿病治療薬情報 
（配合薬について） 

★メタクト配合錠ＬＤ、ＨＤ （ピオグリタゾン塩酸塩/メトホルミン塩酸塩） 

 

 

 

  

★ソニアス配合錠ＬＤ、ＨＤ （ピオグリタゾン塩酸塩/グリメピリド）  

 

 

 

 

 

 

 

★リオベル配合錠ＬＤ、ＨＤ （ピオグリタゾン塩酸塩/アログリプチン） 

 

 

 

 

 

 

 

★エクメット配合錠ＬＤ、ＨＤ （ビルダグリプチン/メトホルミン塩酸塩） 

  

 

 

 

 

 

 

★グルベス配合錠（ミチグリニドカルシウム水和物/ボグリボース） 

 

  

 

 

 

 

～お知らせ～ 

次回の糖尿病チームの勉強会は、１月16日（月）本館3F会議室にて検査科担当で行います。 

文責 薬剤師 木村・新井山 

  

  

 

  

【用法・用量】 

通常、1日 1回 1錠を朝食後に経口投与 

【副作用】 

浮腫、肝機能障害、乳酸アシドーシス 

【注意事項】 

ヨード造影剤を用いる検査を行う患者には休薬が必要 

 

ＬＤ➔ピオグリタゾン 15ｍｇ/メトホルミン塩酸塩 500ｍｇ 

ＨＤ➔ピオグリタゾン 30ｍｇ/メトホルミン塩酸塩 500ｍｇ 

 

  

ＬＤ➔ピオグリタゾン 15ｍｇ/グリメピリド 1ｍｇ 

ＨＤ➔ピオグリタゾン 30ｍｇ/グリメピリド 3ｍｇ 

 

【用法・用量】 

通常、1日 1回 1錠を朝食前又は朝食後に経口投与 

【副作用】 

浮腫、肝機能障害、低血糖 

【注意事項】 

ＳＵ剤含有のため低血糖に注意 

ＬＤ➔ピオグリタゾン 15ｍｇ/アログリプチン 25ｍｇ 

ＨＤ➔ピオグリタゾン 30ｍｇ/アログリプチン 25ｍｇ 

 

【用法・用量】 

通常、1日 1回 1錠を朝食前又は朝食後に経口投与 

【副作用】 

浮腫、肝機能障害 

【注意事項】 

中等度以上の腎機能障害患者は各単剤を併用 

【用法・用量】 

通常、1日 2回 1回 1錠を朝，夕に経口投与 

【副作用】 

便秘、下痢、乳酸アシドーシス 

【注意事項】 

ヨード造影剤を用いる検査を行う患者には休薬が必要 

 

 

ＬＤ➔ビルダグリプチン 50ｍｇ/メトホルミン塩酸塩 250ｍｇ 

ＨＤ➔ビルダグリプチン50ｍｇ/メトホルミン塩酸塩500ｍｇ 

 

ミチグリニドカルシウム水和物 10mg/ボグリボース 0.2ｍｇ 

【用法・用量】 

通常、1日 3回 1回 1錠を毎食直前経口投与 

【副作用】 

低血糖症状、腹部膨満感 

【注意事項】 

効果的に食後血糖上昇を抑制するため毎食直前（5 分以内）

にすること 

 

 


